
 

 

 

 

記入のしかた      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段過ごしている場所が

わかるように記載をくだ

さい 

「個別避難計画の作成」および「避難支援等関係者

への情報提供」の同意にチェックします 

本人の署名をします       

（代理人の場合は代理署名） 

提出の日付 

① 計画の同意と基本情報の記入 



 

 

 

 

② 避難時や避難所において配慮してほしいことなどを記入 

  

 

 

③  避難の時に支援してもらえる人（以下、避難支援者という）の確認 

 

 

避難支援者となる方に、関係団体等へ情報

提供してもよいか確認しましょう 

現在行っている医療行為等を記入してください 

配慮してほしいことや知ってもらいたいことを記載してください

（持病や薬のことなど） 

家族など緊急連絡先と同じ場合は、ここにチェックします 



 

 

  

 

「避難支援者」について 

 

〇避難支援者は、要支援者への避難情報の伝達や近隣住民等への手助けの支 

援を行っていただく方です。（法的責任や義務はありません） 

（支援内容の例：可能な範囲での安否確認、避難誘導、「高齢者等避難発

令」時の声掛け、近隣住民等への手助け依頼、平常時か

らの避難訓練の実施等） 

 

〇避難支援者に対して、災害時に要支援者を必ず避難所まで連れていくこと 

を義務付けるものではありません。 

また、避難支援者も被災者となることが想定されるため、まず、自分と家

族の安全を確保した後、可能な範囲での支援の実施をお願いします。 

 

「避難支援者」の選定 

 

 〇避難支援者の選定にあたっては、まず、本人と本人の状態や配慮すべき事 

項を一番把握されていると思われる、家族（同居、別居含む）や親族の選 

定を検討します。 

 

〇親族が近くにいない場合は、近隣の方や、自治会、自主防災組織等が考え 

られます。 

本人や家族等から普段のお付き合いの中で、避難支援者となっていただけ

そうな方を聞き取っていただいた後、避難支援者となる候補の方へ趣旨を

説明し、同意を得てください。なお、常に要支援者に関わっているが避難

支援者として対応が可能な場合は、その旨を記載します。 

 

 避難支援者が選定できない場合 

 

 〇避難支援者を選定することで、避難の円滑化や避難行動への支援の可能性 

が高まることが期待できますが、日頃から近隣との付き合いがない場合や 

支援者が近くにいない場合等においては、選定できない場合も考えられま 

す。 

避難支援者が決まらない場合も登録できますが、引き続き、協力していた 

だける支援者の検討をお願いします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

④  避難場所・避難経路の記入 

 

 

 

 

 〇災害時にどのような避難行動をとるか、本人または家族等の意向を聞きな 

がら、本人の状況に応じて検討します。 

 

 〇自宅外への避難が必要な場合、安全な場所にある親族宅や知人宅への避難

も含めて検討しましょう。また、地域での取り決めがある場合は、それら

も参考に検討を進めることも大切です。 

 

〇避難は指定避難所へ行くことだけではありません。本人の医療的ケアの必

要性や、長距離の搬送が困難な場合は、自宅内での垂直避難も有効な避難

になります。在宅避難とする場合は、災害時に備えて備蓄しておく物資に

ついてあらかじめ確認しておくと災害時の安心につながります。 

 

本人や家族と相談して 

避難場所を決めましょう 

自宅から避難場所までの経路

を記入します 


